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庄内地区第 2回放課後子ども総合プラン研修会 

放課後！           放課後！ 
7月１２日（火）庄内北部（酒田市総合文化センター）、7月１４日（木）庄内南部（鶴岡市小真木原総合体育館）の 

２会場に分け、山形県環境科学センター安藤昭先生による「リサイクル工作」、ACP講師齋藤雅志先生よる「アクティブ 

・チャイルド・プログラム」の体験会を、講義・実技を中心に、両日合わせ１１４名の参加者のもと開催しました。リサイクル 

工作は、身近なものを使い手軽に作ることができ、実技の中でご紹介いただいたジャイロ飛行機は驚くほどの飛距離が 

出る完成度の高いものでした。アクティブ・チャイルド・プログラムは、子どもたちの興味をくすぐり、やってみたい！と思える 

運動をたくさん紹介していただきました。大人も子どもも一緒になって楽しめるプログラムで、すぐに生かせるものばかり 

でした。（担当：岸田） 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                        ～地域とともにある 

                                                                             学校づくり研修会～ 

６月２１日（火）、三川町テオトルを会場に、オンライン参加も含めた計２７名を対象

に「地域と学校との連携協働」をねらいとした研修会を実施しました。 

本課職員による「地域と学校との連携協働事業」の説明の後、事例発表として三川

町教育委員会地域統括コーディネーターの佐藤正弘さんより、三川町での学校運営

協議会・地域学校協働活動の組織の立ち上げのねらいや運営方法、成功例や苦労

話などをお聞きしました。次に三川町教育委員会の前指導主事である大瀧功喜東郷

小学校教頭先生、地域コーディネーターの坂愛

さん、菅原知子さんをパネリストとして、コミュニ

ティ・スクールを通じた地域と学校との連携の良さについて、実例を基にパネルデ

ィスカッションを行いました。参加者からは「三川町の先進地域での生みの苦しみ

の中から見出した方向性を聞き、目から鱗が落ちた感じだった。」「自分の地域で

も手探りを繰り返し、我が町に合うオーダーメイドを創っていきたい。」などの感想

が寄せられ、明日からの地域と学校との連携について実践を学び、意欲を高める

機会となりました。（担当：松本） 

 

 

 

 

６月３０日（木）に東京学芸大学副学長の鈴木聡先生を講師として開催しました。鈴木先生は 

オンラインで、参加者６１名は三川町テオトルに参集して、ワークショップを交えての講演となりました。 

コロナ禍の子どもたちに怪我が増えているという事実、体力の定義、遊びと運動の関わり等の視点から、子どもの育ち

に関わる大人の役割を考えるという内容が新鮮で、新しい学びがあったという感想がたくさん寄せられました。 

今の子どもたちを取り巻く環境は昔とは大きく変化していますが、マイナスの面ばかりを悲観的に考えるのではなく、 

そこからプラスの面を見い出し、子どもたちに身につけさせたい力を考え 

ながら関わることが大切であること、また、子どもたちを成長させるために 

は、ほどよい「ナナメの関係」＝親でも教師でもない立ち位置の大人の存 

在が大切であるというお話がありました。 

オンラインでの研修会が増えている中、参集型のワークショップで他の 

                                      参加者と意見を交流することができて良かったとの声も多く、改めて「つな 

                                      がる」ことの大切さを感じた研修会となりました。（担当：後藤） 

 

 

 

 

 

７月１１日（月）に遊佐町中高生ボランティアサークル “くじら” を対象 

に「バルーンアート講座」を行いました。この講座は昨年度から実施して 

いる「庄内地区ボランティアサークルスキルアップ出前講座」を活用した 

ものです。今回の講座では「サーベル、犬、ウサギ、花」に挑戦しました。 

短い時間でしたが、多くの作品を作ることができました。今回学んだ技を 

ぜひ施設訪問や学校行事で活用してもらい、多くの人に笑顔を届ける活 

動につなげてほしいと思います。 （担当：阿部） 

 

 

 

次世代の地域づくり中核人材育成事業として、青年ファシリテーターとの活動が始まりました。まずは７月１４日（木）、

酒田市中高生ボランティアサークルかざみどりのメンバーと出会いました。青年ファシリテーターは、事前に PR動画を撮

影し、かざみどりの皆さんに発信しました。当日はアイスブレイクも兼ねたレクリエーションで、中高生の心をほぐし、地域づ

くりのためにやりたいことを共有しました。今後は、改めて酒田市全域の中学生・高校生に募集をかけて、地域づくり事業

を展開していきます。（担当：髙橋） 
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＜参加者の声＞ 

「久しぶりに、会場で体験が出来て

よかったです。運動も工作も楽しく

参加出来ました。参考にしていき

たいと思いました。」 

「楽しい研修会でした。安藤さんの

研修、何度か受けましたが、変わ

らずよかったです。また学童にいら

してください。」 

「アクティブ・チャイルド・プログラム

を教わる機会がなかったので非

常に勉強になりました。ぜひ実践

してみたいと感じました。」 

 

 


